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【研究背景】 

 大腿骨近位部骨折は高齢者の転倒時に多く発生する外傷である。転倒は精神科の事故報告全体の 20%を占

め、転倒による経済的損失は年間 7,200 億円にも上る。わが国では、精神科入院患者の高齢化や入院の長期化

が問題となっているが、精神科で理学療法が実施できる施設は少なく、その実態や治療効果は明らかになって

いない。そこで、本研究では、精神科病棟に入院する患者を対象に、大腿骨近位部骨折術後の理学療法の帰結

に関する多施設研究を行った。 

 

【対象と方法】 

 5 施設の精神科病棟に入院し、大腿骨近位部骨折術後の理学療法を実施した 334 名を対象とし、カルテから

後方視的に調査した。最終的に除外基準を満たした患者を除いた 183 名（平均年齢 73 歳）を分析対象とし、

入院時と退院時の FIM*スコアの比較、歩行再獲得率、自宅復帰率、自宅復帰に関連する要因についての分析

を行った。 

*FIM（Functional Independence Measure）：日常生活動作の評価法で、大きく「運動項目」と「認知項目」の

ふたつに分けられ、どの程度介助が必要かによって採点される。 

 

【結果】 

 FIM スコアは、入院時と比較し退院時で有意に高かった。歩行再獲得率は 47.9%であり、この数字は認知

症患者を対象とした先行研究より高いが、認知症のない患者を含めた先行研究よりは低かった。自宅復帰率は

15.8%であり、自宅復帰に関わる要因は、骨折の受傷場所が自宅であること、入院時の FIM 認知項目得点が

高いこと、退院時の FIM 総得点および運動項目得点が高いことであった。 

 

【結論】 

 精神科病棟に入院し、大腿骨近位部骨折術後の理学療法を実施した患者を対象に理学療法の帰結に関する

多施設研究を行った。入院時と比較し、退院時の FIM スコアは有意な向上を認め、歩行再獲得率は 47.9％、

自宅復帰率は 15.8％であった。 
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